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けるサバイビンの発現を確認したところ、RA では OA と比較して血清サバイビン濃度が高







PCRによりそれらの発現量を比較すると、RAでは OAに比べて WT及び 2Bの発現レベルが有
意に高値であった。また、免疫組織化学的には、滑膜表層の細胞、特に FLS にサバイビン
2B の発現があり、RA では OA と比べて圧倒的に多くの細胞で発現していた。一方、ΔEx3
は RAと OAのいずれも主に血管内皮細胞で発現が認められた。以上より、RA滑膜では主に






ビンの機能を解析する為、全 BIRC5を抑制する RNAと、サバイビン 2Bのみを特異的に抑制





増加、アポトーシス細胞の減少を認めたことから、サバイビン 2B は RA-FLS の細胞増殖に
重要な役割を担うと考えられた。さらに、サバイビン 2Bに特異的な抗体を用いて ELISAに
より血清中のサバイビン 2B を測定したところ、RA 患者血清で高い値が検出され、サバイ
ビン 2B 高値群では低値群と比較して RA の疾患活動性指標が高値であった。よって、血清
中のサバイビン 2Bは、RAの診断及び病勢把握のマーカーとなる可能性が示唆された。 
以上の結果から、本論文はサバイビン 2B が RA の病態の中心的細胞である FLS の増殖を
制御し、その血清・組織における発現量は臨床的に有用な RAのマーカーたり得ることを示
しており、関節リウマチの新規臨床検査薬及び新規治療薬の発展に貢献するところが大き
い。よって審査委員会委員全員は、本論文が著者に博士（医学）の学位を授与するに十分
な価値があるものと認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
